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１．研究目的 
 自転車で移動する際どのようなルートが効

率が良くなるかという事を、距離や高低差、信

号や段差数などから考察する。 
２．研究方法 
 つくばセンターから 3 つの目的地(目的地
A：矢田部診療所前交差点、目的地 B：大角豆
交差点、目的地 C筑波大学本部棟)まで 2つず
つのルート(図 1～3)を設定し、GPS を用いて
それぞれの距離、速度、高低差を測定し、その

ほか、信号の数や信号による停車回数、1cm以
上の段差の数を測定する。 
 得られた結果を、表 1の指標によって評価ポ
イントとして得点化し、どちらのルートが効率

が良いかということを考察する。 

 
表 1 評価ポイント 

 
 

３．結果・考察 
表 2は測定した結果である。距離はルートによって 1割程度
異なっていることが分かる。ところが、目的地 A を除いて、
所要時間はあまり違いが見られなかった。目的地 Bと Cは主
にペデストリアンデッキと東大通りを比較したが、信号の待

ち時間の差によって、距離の差や高低差が埋められてしまう

という結果になった。評価ポイントは目的地 Aはルート Bの
方が高いという結果になったが、目的地 Bと Cはほとんど変
わらないということが分かった。 

 
表 2 測定結果 

 
図１ 目的地Ａ(矢田部診療所前) 

 
図２ 目的地Ｂ(大角豆交差点) 

 
図 3 目的地Ｃ(筑波大学本部棟)


